
戦
前
の
私
立
大
学
の
変
遷

．
明
治
二
十
年
以
降
「
大
学
令
」
に
至
る
ま
で
－

丹
野
朝
栄

⌒
東
洋
大
学
社
会
学
部
教
授
ン

一
　
は
じ
め
に

　
高
木
先
生
か
ら
お
願
い
品
、
、
れ
ザ
、
、
は
じ
め
て
こ
の
よ
う
な
研
究
会
に
出
三
、
」
せ
∬
、
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本
来
な
ら
、
私
よ
り
も
適
任
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
私
の
研
究
課
題
は
教
育
社
会
学
で
あ
り
、
戦
後
の
問
題
が
中
心
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
日
も
い
ろ
い
ろ
な

資
料
を
出
し
ま
し
た
が
、
す
べ
て
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
未
消
化
の
部
分
が
一
杯
あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、

こ
れ
か
ら
お
話
を
し
て
ゆ
き
ま
す
。
今
日
の
主
た
る
資
料
は
、
最
後
に
掲
載
し
た
「
旧
制
大
学
か
ら
新
制
大
学
ま
で
続
い
た
二
十
五
大
学
」

の
表
（
以
下
「
二
十
五
大
学
の
表
一
と
略
す
〉
で
す
。
「
左
学
令
」
で
認
可
身
・
－
れ
戦
後
ま
で
残
っ
た
大
学
が
丁
度
二
十
五
あ
り
ま
す
．
．
二
の

表
は
．
．
十
五
の
大
学
の
設
立
時
の
校
名
、
「
専
門
学
校
令
二
で
認
可
さ
れ
た
年
及
び
校
名
、
．
大
学
令
」
　
、
s
認
可
♪
・
五
た
年
や
校
名
、
戦
前

の
私
立
学
校
に
与
え
ら
れ
た
特
典
で
あ
る
「
法
律
学
校
の
特
別
認
可
学
校
」
、
「
教
員
の
無
試
験
検
定
」
、
「
徴
兵
の
猶
予
し
の
三
つ
を
一
覧

表
に
し
た
も
の
で
す
、
こ
の
表
に
は
、
再
三
再
四
触
れ
ま
す
。
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1

　
昨
年
も
高
木
先
生
か
ら
お
話
が
あ
り
、
や
っ
て
み
よ
う
か
な
あ
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
直
接
的
な
因
は
、
昨
年



　
政
策
L
の
展
開
と
い
っ
て
も
、
法
令
が
中
心
に
な
り
ま
す
、
．
文
部
省
で
出
し
て
い
る
豆
†
制
百
年
史
一
に
よ
り
ま
す
と
、
本
報
告
で
取

リ
ヒ
げ
る
時
期
は
、
「
近
代
教
育
制
・
度
の
確
立
と
整
備
」
と
称
せ
ら
れ
る
明
治
十
九
年
か
ら
大
正
五
年
ま
で
の
時
期
、
「
帝
国
大
学
令
」
「
私

立
学
校
令
，
一
「
．
専
門
学
校
令
」
が
出
ン
、
れ
た
時
期
と
、
「
教
育
制
度
．
の
拡
充
」
と
言
わ
れ
る
大
正
六
年
か
ら
昭
和
十
一
年
、
「
大
学
令
」
の
出

さ
れ
た
時
期
が
、
今
日
発
・
表
す
る
L
二
こ
ろ
に
あ
た
り
ま
↑
㌧

　
最
初
に
、
ご
承
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
「
私
立
学
校
」
、
「
専
門
学
校
」
と
い
う
名
称
が
一
体
い
つ
ご
ろ
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
の
か
、
お
話

し
ま
す
、
一
私
立
学
校
」
に
コ
ゴ
、
三
へ
し
て
は
明
治
七
年
の
文
部
省
布
達
第
二
十
二
号
で
出
一
、
き
ま
す
．
．
「
私
立
学
校
」
は
「
一
人
あ
る
い
は

幾
人
の
私
財
を
以
て
設
立
丁
る
学
校
」
と
゜
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
、
専
門
学
校
L
に
つ
き
ま
し
て
は
、
明
治
六
年
の
「
、
学
制
二
編
追
加
」
で

登
場
し
ま
す
、
そ
二
で
は
．
ゆ
次
の
、
♪
う
に
な
っ
て
い
ま
ナ
．
二
‘
外
国
教
師
ニ
テ
教
授
ス
ル
高
尚
＋
ル
学
校
（
略
）
之
ヲ
汎
称
シ
テ
・
専
門
学
校
ト

云
フ
。
明
治
六
、
七
年
で
一
専
門
学
校
L
「
私
立
字
校
」
が
法
的
に
、
止
式
な
言
葉
と
し
て
登
場
す
る
訳
で
す
、

　
「
私
た
学
校
」
を
考
え
る
と
き
、
ど
こ
ま
で
遡
、
2
！
ば
よ
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
名
称
に
つ
い
て
は
今
述
べ
た
の

で
す
が
、
本
報
告
で
は
一
教
育
令
L
に
ま
で
遡
る
こ
と
に
し
ま
す
．
、
「
、
学
制
」
が
廃
止
さ
れ
一
、
、
明
治
十
二
年
九
月
．
一
十
九
日
に
「
教
育
令
」

が
出
ン
・
・
れ
ま
す
，
本
報
告
と
の
関
．
連
で
、
そ
の
特
徴
点
に
触
れ
ま
す
．
．
μ
子
校
は
．
．
公
立
私
立
ノ
別
ナ
ク
皆
文
部
卿
ノ
監
督
内
ニ
ア
ル
ヘ
シ
L

政
策

展
開
－
－
．
法
令
の
整
備

度
本
学
の
「
．
寄
附
行
為
　
の
「
改
正
一
の
問
題
が
生
じ
、
第
三
条
に
「
建
学
の
精
神
」
が
挿
入
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
疑
義
に
端
を
発
し

て
い
ま
す
。

　
本
報
告
は
、
次
の
頓
序
で
行
い
ま
す
。
最
初
に
、
「
大
学
令
」
に
至
る
ま
で
の
政
策
の
展
開
、
続
い
て
そ
の
な
か
で
の
各
私
学
の
対
応
、

更
に
本
学
の
対
応
の
順
序
で
行
い
ま
す
．

！l4



（
第
二
条
）
と
明
示
さ
れ
、
「
私
立
学
校
」
が
文
部
卿
の
監
督
下
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
「
私
立
学
校
」
は
、
二
人
若
ク
ハ

数
人
ノ
私
費
ヲ
以
テ
設
置
セ
ル
モ
ノ
L
（
第
十
九
条
）
と
規
定
さ
れ
、
そ
の
認
可
・
廃
止
は
、
府
知
事
・
県
令
に
開
申
（
第
二
十
一
条
）
す

ろ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
確
か
に
監
督
さ
れ
る
訳
で
す
け
れ
ど
も
、
設
置
・
廃
止
は
開
申
で
よ
か
っ
た
の
で
す
か
ら
、
ま
だ
自
由
な
雰
囲
気

が
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
と
こ
ろ
が
翌
年
「
教
育
令
」
が
改
正
さ
れ
、
設
置
に
関
し
て
は
、
府
知
事
・
県
令
の
認
可
が
必
要
に
な
り
「
私

立
学
校
」
へ
の
監
督
の
法
制
下
が
す
す
め
ら
れ
て
ゆ
く
訳
で
す
。
但
し
廃
止
に
つ
い
て
の
開
申
は
、
「
私
立
学
校
令
し
の
改
正
ま
で
続
く
訳

で
す
。

　
今
日
の
発
表
の
中
心
は
一
帝
国
大
学
令
」
あ
た
り
か
ら
に
な
り
ま
す
。
「
帝
国
大
学
令
一
は
、
明
治
十
九
年
に
出
さ
れ
ま
す
が
、
後
の
「
大

学
令
」
と
の
関
係
で
注
日
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
第
一
条
の
目
的
も
大
事
で
す
が
、
第
二
条
で
「
帝
国
大
学
ハ
大
学
院
及
分
科
大
学
ヲ

以
テ
構
成
ス
」
と
規
定
さ
れ
、
三
子
術
技
芸
ノ
纈
奥
ヲ
孜
究
L
す
る
大
学
院
と
、
「
学
術
技
芸
ノ
理
論
及
応
用
ヲ
教
授
ス
ル
」
文
科
大
学
と

に
明
確
に
分
け
ら
れ
て
い
る
点
で
す
．
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
後
で
も
う
↓
度
触
れ
る
こ
と
に
し
ま
す
。
「
帝
国
大
学
令
」
の
登
場
に
よ
り
、

後
で
触
れ
る
法
科
大
学
長
の
一
法
律
学
校
」
へ
の
監
督
が
可
能
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
「
私
立
学
校
」
に
対
す
る
監
督
は
、
明
治
二
十
年
代
か
ら
一
、
一
十
年
代
に
か
け
て
次
第
に
強
さ
を
増
し
て
ゆ
く
の
で
す
が
、
そ
の
集
大
成

が
明
治
三
十
二
年
八
月
三
日
に
出
さ
れ
た
「
私
立
学
校
令
」
で
す
。
一
八
九
九
年
、
二
十
世
紀
を
目
前
に
出
さ
れ
た
法
令
で
す
。
「
私
立
学

校
令
」
登
場
の
背
景
に
は
、
日
本
に
居
住
す
る
外
国
人
が
開
い
て
い
る
「
私
立
学
校
」
、
そ
れ
に
対
す
る
監
督
、
統
制
が
あ
っ
た
こ
と
を
「
明

治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
」
第
四
巻
（
六
互
．
「
頁
）
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
「
私
立
学
校
令
」
が
出
さ
れ
た
同

じ
年
に
文
部
省
訓
令
十
二
号
、
「
法
令
ノ
規
定
ア
ル
学
校
二
於
テ
ハ
課
程
外
タ
リ
ト
モ
、
宗
教
上
ノ
教
育
ヲ
施
シ
、
又
ハ
宗
教
上
ノ
儀
式
ヲ

行
フ
コ
ト
ヲ
許
サ
サ
ル
ヘ
シ
」
を
出
し
、
課
程
外
で
あ
っ
て
も
宗
教
上
の
教
育
．
儀
式
を
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
戦
　
1
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

後
の
．
教
育
改
革
L
ま
で
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
対
象
は
、
外
国
人
の
学
校
と
い
う
こ
と
で
、
直
接
キ
リ
ス
ト
教
系
の
学
校
を
日



途
と
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
．
‘
私
立
学
校
令
L
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
る
こ
と
に
し
ま
す
。
監
督
官
庁
は
原
則
と
し
て
地
方
長
官
（
第
一
条
）
。
設
置
に
関
し
　
ー

て
は
監
督
官
庁
の
認
可
が
必
要
で
あ
り
、
廃
止
は
開
申
（
第
二
条
）
で
従
来
の
規
定
と
比
し
て
も
大
き
な
変
化
は
な
い
の
で
す
が
、
新
た

に
校
長
あ
る
い
は
代
表
者
は
認
可
を
必
要
と
す
る
と
か
、
「
私
立
学
校
」
の
教
育
で
監
督
官
庁
が
有
害
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
に
は
変
更
命

令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
明
示
さ
れ
、
「
私
立
学
校
」
へ
の
監
督
が
強
化
さ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。
因
み
に
、
第
九
条
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
，
「
私
立
学
校
ノ
設
備
授
業
及
其
ノ
他
ノ
事
項
ニ
シ
テ
教
育
上
有
害
ナ
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
監
督
官
庁
ハ
之
力
変
更
ヲ
命
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
一
。

　
こ
の
「
私
立
学
校
令
」
は
、
明
治
四
十
四
年
に
改
正
さ
れ
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
「
私
学
行
政
ヒ
建
学
の
精
神
」
（
片
山
清
一
著
、
一

〇
四
～
＝
、
）
五
頁
）
が
要
領
よ
ー
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
第
一
に
、
従
来
設
置
に
つ
い
て
は
認
可
、
廃
止
に
つ
い
て
は
開
申
で
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
第
二
条
「
私
立
学
校
ノ
設
立
廃
止
及
設
立

者
ノ
変
更
ハ
監
督
官
庁
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
「
と
規
定
さ
れ
、
廃
止
・
設
立
者
の
変
更
が
開
申
か
ら
認
可
へ
と
大
き
く
変
化
し
た
訳
で
す
。

第
二
に
、
第
二
条
の
二
項
に
新
た
に
次
の
よ
う
な
規
定
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
一
「
私
人
ニ
シ
テ
中
学
校
又
ハ
専
門
学
校
ヲ
設
立
セ
ム
ト
ス
ル

ト
キ
パ
、
其
ノ
学
校
ヲ
維
持
フ
、
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
収
入
ヲ
生
ス
ル
資
産
及
設
備
又
ハ
之
二
要
ス
ル
資
金
ヲ
具
へ
、
民
法
二
依
リ
財
団
法
人
ヲ

設
立
ス
ヘ
シ
」
。
こ
こ
で
は
じ
め
て
、
「
私
立
学
校
」
の
設
置
者
が
「
財
団
法
人
」
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
ま
す
。
最
初
に
紹
介
し
ま
し

た
二
十
五
大
学
に
つ
い
て
す
べ
て
調
べ
た
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
慶
応
義
塾
、
早
稲
田
、
東
洋
大
学
は
「
財
団
法
人
」
で
、
中
央
大
学
、

専
修
学
校
、
関
西
大
学
は
、
社
団
法
人
L
で
、
ば
ら
ば
ら
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
改
正
に
よ
り
す
べ
て
「
私
立
学
校
」
の
設
置
は
「
財

団
法
人
」
に
な
り
、
戦
後
「
私
立
学
校
法
」
が
成
立
し
て
「
学
校
法
人
」
に
代
わ
る
ま
で
続
く
訳
で
す
。
第
三
に
、
第
十
一
条
の
二
項
に

次
の
規
定
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
「
中
学
校
又
ハ
専
門
学
校
ノ
設
立
者
ハ
毎
学
年
又
ハ
毎
事
業
年
度
ノ
開
始
前
、
収
支
予
算
ヲ
定
メ
、
毎
学



年
又
ハ
毎
事
業
年
度
ノ
終
了
後
収
支
決
算
ヲ
為
シ
監
督
官
庁
二
届
出
ス
ヘ
シ
。
監
督
官
庁
ハ
必
要
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
収
支
予
算
ノ
変
更
ヲ

命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
．
旧
令
で
は
、
予
算
・
決
算
に
関
し
〔
、
、
監
督
官
庁
に
届
け
な
く
と
も
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
改
正
に
よ
り
届
け
出
の

義
務
が
生
じ
る
と
ヒ
も
に
、
，
1
．
算
の
変
更
権
を
監
督
官
庁
が
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
、
「
私
立
学
校
」
へ
の
統
制
が
一
段
と
強
化
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
私
立
学
校
令
」
と
そ
の
改
正
の
問
、
「
専
門
学
校
令
」
が
明
治
三
十
六
年
三
月
に
出
さ
れ
ま
す
，
こ
の
法
令
を
出
し
た
同
じ
年
に
、
文

部
省
は
、
形
は
「
専
門
学
校
」
で
も
、
大
学
と
い
う
名
前
を
名
乗
っ
て
も
い
い
こ
と
を
認
め
ま
す
。
ふ
た
た
び
二
十
五
大
学
の
表
を
見
て

下
さ
い
。
「
専
門
学
校
」
レ
こ
て
認
可
さ
れ
る
場
舎
、
い
ろ
い
ろ
な
呼
称
が
あ
っ
た
訳
で
す
。
一
私
立
哲
学
館
大
学
L
、
一
，
私
立
法
政
大
学
L
、

「
私
立
明
治
大
学
」
等
の
よ
う
に
、
大
学
を
名
乗
っ
て
認
可
さ
れ
た
「
専
門
芦
子
校
」
と
、
専
修
大
学
の
よ
う
に
「
私
立
専
修
学
校
」
で
認

可
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
大
学
を
名
乗
っ
て
い
な
い
と
い
う
ふ
う
に
、
二
つ
に
分
け
ら
れ
た
訳
で
す
。
と
に
か
く
大
学
の
名
を
つ
け
て
も

よ
い
と
い
・
つ
こ
と
で
幾
つ
か
の
。
専
門
学
校
L
が
、
大
学
を
名
乗
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
、
古
同
等
教
育
…
機
関
と
し
げ
、
一
，
専

門
学
校
」
を
位
置
伺
け
、
よ
り
程
度
の
高
い
「
専
門
学
校
」
へ
の
志
向
が
あ
っ
た
訳
で
す
。
慶
応
が
一
番
早
い
反
応
を
し
ま
す
。
明
治
二

十
三
年
に
大
学
部
を
設
置
し
〔
、
い
ま
す
。

　
「
専
門
学
校
令
」
の
内
容
に
つ
い
グ
、
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
第
一
条
で
「
、
高
等
ノ
学
術
技
芸
ヲ
教
授
ス
ル
学
校
ハ
専
門
学
校
ト
ス
」
、
第
五

条
で
．
専
門
学
校
ノ
入
学
資
格
ハ
中
学
校
若
へ
修
業
年
限
四
箇
年
以
上
ノ
高
等
女
学
校
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
者
…
…
L
と
規
定
し
、
高
等
の
学

術
技
芸
を
教
授
す
る
学
校
で
、
入
学
資
格
を
中
学
校
‥
4
5
業
等
と
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
学
校
の
上
に
「
専
門
学
校
」
が
位
置
付
け
ら

れ
た
の
で
す
。
ま
た
第
一
一
，
条
で
一
，
私
人
ハ
専
門
学
校
ヲ
設
置
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
、
第
四
条
で
「
公
立
又
ハ
私
立
ノ
専
門
学
校
ノ
設
置
廃
止
ハ

文
部
大
臣
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
」
と
規
定
、
い
ま
ま
で
私
人
が
必
要
に
応
じ
て
開
い
て
き
た
専
門
の
学
校
を
．
専
門
学
校
L
と
し
て
公
認
　
1
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

し
、
進
学
率
の
高
ま
っ
て
き
た
客
観
的
情
勢
に
応
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
「
私
立
学
校
令
」
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
監
督
官
庁



が
文
部
省
に
な
り
、
設
立
・
廃
止
に
関
し
て
、
文
部
大
臣
の
認
可
が
必
要
に
な
り
、
一
般
の
「
私
立
学
校
」
か
ら
高
等
教
育
機
関
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8

の
一
．
専
門
学
校
L
が
独
立
す
る
形
に
な
り
ま
し
た
。
「
私
立
学
校
令
」
「
・
専
門
学
校
令
」
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
法
令
上
、
各
「
私
立
　
1

み．

|
校
「
の
整
備
が
す
す
め
ら
れ
た
の
で
す
。

　
「
私
立
学
校
令
一
の
改
正
の
頃
か
ら
、
大
幽
子
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
論
議
が
沸
き
上
が

り
、
そ
の
論
議
が
は
っ
き
り
し
た
形
で
集
約
さ
れ
た
の
が
「
臨
時
教
育
会
議
」
の
答
申
で
す
。
こ
の
答
申
が
出
た
の
は
、
大
正
七
年
六
月

二
十
二
日
で
、
そ
の
隼
の
十
二
月
に
「
大
μ
．
＋
・
令
」
が
出
ふ
、
」
れ
ま
し
た
。
「
大
学
令
」
の
直
接
的
因
を
作
っ
た
の
が
、
こ
の
答
申
で
、
今
の
大

幽．

�
ﾌ
在
り
様
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
．
な
も
の
で
す
。
答
申
は
、
「
大
学
教
育
及
専
門
教
育
二
関
シ
改
善
施
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
キ
カ
若
シ
之
ア

リ
ト
セ
ハ
其
ノ
要
点
及
方
法
如
何
」
と
い
う
寺
内
総
理
の
諮
問
に
対
す
る
も
の
で
す
。
大
学
は
総
合
制
が
原
則
だ
が
、
単
科
大
学
で
も
よ

い
と
か
、
と
い
う
よ
う
に
、
「
大
学
令
」
の
ド
地
を
作
っ
た
わ
け
で
す
。
「
大
学
令
」
は
、
大
正
七
年
十
二
月
六
日
に
出
さ
れ
ま
す
。
い
く

つ
か
の
特
徴
点
を
指
摘
す
る
こ
と
に
し
ま
す
，
、
第
一
に
、
．
、
大
学
ハ
国
家
二
須
要
＋
ル
学
術
ノ
理
論
及
応
用
ヲ
教
授
シ
並
其
纏
奥
ヲ
攻
究
ス

ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
シ
兼
二
人
格
ノ
陶
冶
及
国
家
思
想
ノ
．
油
養
二
留
意
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
（
第
一
条
）
と
目
的
が
規
定
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、

こ
れ
を
一
．
帝
国
大
学
令
L
と
比
較
す
る
ヒ
、
「
帝
国
大
学
令
」
で
は
「
学
術
技
芸
ノ
薔
奥
ヲ
致
究
」
す
る
大
学
院
と
、
「
学
術
技
芸
ノ
理
論

及
応
用
ヲ
教
授
」
す
る
分
科
大
学
と
で
役
割
の
違
い
を
明
確
に
規
定
し
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
「
大
学
ハ
…
…
其
ノ
薔
奥
ヲ
攻
究
」
す
る
こ

と
を
明
文
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
学
が
研
究
機
関
で
あ
る
こ
と
を
位
置
付
け
た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
「
答
申
」
が
、
そ
の
理
由
の
中

で
、
．
大
学
力
他
ノ
学
校
二
対
ン
亘
ノ
特
色
ト
ス
ル
所
ハ
学
術
ノ
研
究
ヲ
以
テ
其
ノ
本
旨
ト
ス
ル
L
で
述
べ
て
い
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
端

的
に
示
し
て
い
ま
す
．
、
第
一
．
に
、
一
、
帝
国
大
学
令
L
で
は
、
分
科
大
学
と
称
し
て
い
た
も
の
を
学
部
に
改
称
し
、
大
学
に
は
、
数
個
の
学
部

（
総
合
制
）
を
置
（
こ
と
を
常
例
と
し
た
の
で
す
が
、
一
個
の
学
部
（
単
科
大
学
）
を
置
く
こ
と
も
認
め
ま
し
た
（
第
二
条
）
。
第
三
に
、

官
立
だ
け
で
は
な
く
、
公
立
・
私
立
の
大
学
の
設
置
を
認
め
ま
し
た
（
第
四
条
）
。
第
四
に
、
「
私
立
」
の
場
合
、
「
私
立
学
校
令
」
の
改
正



と
同
様
、
「
財
団
法
人
一
が
設
立
す
る
こ
と
で
す
（
第
六
条
）
。
第
五
に
、
「
財
団
法
人
」
が
大
学
を
設
立
す
る
場
合
に
、
供
託
金
を
お
さ
め

る
こ
と
が
明
示
（
第
七
条
）
』
、
・
れ
、
そ
の
供
託
金
は
、
　
一
学
部
五
十
万
円
で
、
　
一
学
部
増
え
る
毎
に
ト
万
円
ず
つ
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
供
託
金
を
払
え
る
か
否
か
は
、
大
学
を
志
向
す
る
　
．
専
門
学
校
」
に
と
っ
て
大
問
．
題
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
二
十
五
大
学
の
表
は
、

「
大
学
へ
日
」
で
認
可
さ
れ
た
順
序
で
す
，
．
慶
応
が
一
番
早
く
て
、
関
西
学
院
が
一
番
遅
い
。
う
ち
の
大
学
は
、
「
専
門
学
校
令
」
で
は
随
分

垣
‘
か
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
「
．
大
学
」
の
認
可
を
受
け
た
の
は
、
後
ろ
か
ら
一
二
番
目
で
す
。
こ
こ
ら
あ
た
り
供
託
金
が
集
め
ら
れ
な
か
っ

た
の
か
、
遅
れ
た
因
に
つ
い
〆
、
、
考
え
ヂ
、
み
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
．
「
大
学
令
」
が
出
る
こ
と
に
ょ
り
、
法
制
ヒ
、
大
学
は
き
ち
ん
と

位
置
付
け
ら
れ
た
わ
け
で
τ
・
法
令
の
羅
列
的
な
説
明
に
終
始
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
以
上
で
、
戦
前
の
私
立
大
学
の
制
度
下
に
至
る

ま
で
の
経
緯
は
概
略
把
握
で
こ
．
・
・
た
か
と
思
い
ま
す
。

各
小
く

学
し’． G

対
．：．・

j　ヒ　’
ノL’

　
「
大
学
令
」
が
出
て
認
可
ふ
、
　
れ
る
ま
で
の
経
緯
を
み
　
．
、
主
、
｝
ま
し
た
が
、
こ
う
い
っ
た
流
れ
の
な
か
で
、
戦
後
ま
で
残
っ
た
「
私
立
大
｝
子
」

は
如
何
に
対
応
し
て
き
た
か
と
い
二
こ
L
一
に
“
請
を
移
ン
こ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
最
初
に
話
題
に
す
る
の
は
、
．
特
典
一
の
名
に
よ
る
各
私
立
学
校
へ
の
国
家
の
監
督
・
指
導
の
強
化
に
つ
い
て
で
す
．
、
一
．
私
立
学
校
L
の

財
源
と
い
う
の
は
今
で
も
変
わ
ら
な
い
わ
け
で
す
が
、
授
業
料
収
入
が
最
大
の
比
重
を
し
め
て
い
ま
す
。
授
業
料
が
な
け
れ
ば
財
政
的
に

成
り
立
た
な
ー
な
り
ま
す
。
人
を
寄
せ
る
た
め
に
は
何
か
の
「
特
典
↑
が
必
要
で
す
。
呼
ぶ
た
め
の
重
要
な
も
の
と
し
て
出
て
ー
る
の
が
、

一
つ
は
「
法
律
学
校
」
に
対
す
る
．
特
別
認
可
学
校
」
、
そ
れ
か
ら
「
徴
兵
」
の
猶
予
、
教
昌
ハ
の
「
無
試
験
検
定
」
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
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1

　
ま
ず
「
特
別
認
可
学
校
一
か
ら
触
れ
る
こ
と
に
」
ま
す
。
明
治
十
九
年
「
帝
国
大
学
令
」
が
出
さ
れ
た
と
き
に
、
東
京
に
あ
る
五
大
法



律
学
校
、
す
な
わ
ち
専
修
学
校
、
明
治
法
律
学
校
、
東
京
専
門
学
校
、
東
京
法
学
校
、
英
吉
利
法
律
学
校
な
ん
で
す
が
、
帝
国
大
学
の
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0

長
は
法
科
大
芦
．
計
の
学
長
を
兼
ね
て
い
た
の
で
、
法
科
大
学
の
学
長
が
五
大
法
律
学
校
の
監
督
を
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
（
「
私
　
－

立
法
律
学
校
特
別
監
督
条
規
二
．
：
［
本
近
代
教
育
爵
年
史
」
を
み
て
み
ま
す
と
、
五
大
学
校
を
監
督
の
対
象
L
二
し
た
の
は
法
科
大
学
の
補

助
的
な
機
能
を
つ
か
さ
ど
る
役
割
を
も
た
せ
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
司
法
官
を
養
成
し
供
給
す
る
ん
だ
と
。
明
治
、
，
十
年
、
監
督
校
の
卒

業
生
の
中
か
ら
優
等
生
を
選
ん
一
、
・
、
帝
国
大
学
総
長
の
も
と
司
法
官
立
ち
会
い
の
上
、
試
問
を
行
い
、
試
験
及
第
の
者
に
及
第
証
書
を
交

付
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
と
き
六
十
八
人
が
試
問
に
応
じ
十
八
人
が
及
第
し
て
判
事
司
補
に
任
じ
た
と
報
告
叉
、
・
れ
て
い
ま
す
．
、
こ
の
よ

う
に
法
科
大
学
の
補
助
的
機
能
を
L
な
が
ら
、
官
僚
を
．
養
成
し
て
い
ー
学
校
と
し
て
総
長
の
監
督
下
に
お
か
れ
た
の
で
す
．
、
明
治
二
十
二

年
五
月
に
「
特
別
認
可
学
校
規
則
一
が
公
布
さ
れ
、
五
大
法
，
律
学
校
の
他
に
、
独
逸
学
協
会
学
校
（
独
協
大
学
の
前
身
）
、
東
京
仏
学
校
（
法

政
の
前
身
で
、
東
京
法
学
校
】
．
緒
に
な
o
和
仏
法
律
学
校
に
な
・
、
詳
、
い
ー
わ
け
な
ん
で
す
）
が
新
た
に
加
え
ら
れ
、
「
特
別
認
可
学
校
」

と
い
う
形
で
「
．
専
門
学
校
　
の
中
で
ラ
ン
ク
の
⊥
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
。
関
西
法
律
学
校
も
認
可
申
請
し
た
わ
け
な
ん

で
す
が
、
認
め
て
も
ら
え
な
か
っ
た
．
．
そ
こ
で
関
西
法
律
学
校
の
生
徒
が
だ
い
ぶ
途
中
で
止
め
イ
＼
東
⊥
担
に
出
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
「
関

西
大
学
八
十
年
史
一
に
出
〔
、
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
「
特
別
認
可
学
校
」
は
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
と
い
え
ま
す
、
（
こ
の
制
度
は
、
明

治
二
十
六
年
で
廃
止
さ
れ
ま
し
た
、
）

　
「
．
特
別
認
司
、
学
校
」
は
、
一
徴
兵
猶
予
L
の
「
特
典
」
を
早
く
獲
得
し
ま
す
。
明
治
二
↑
二
年
に
「
徴
兵
令
」
が
改
正
さ
れ
一
．
文
部
大
臣

，
・
認
可
ヲ
経
タ
ル
学
則
二
依
リ
法
律
学
、
政
治
学
、
理
財
学
ヲ
教
授
ス
ル
私
立
学
校
L
の
卒
業
者
ま
で
含
め
Z
、
、
⌒
徴
兵
猶
予
」
が
認
め
ら

れ
ま
す
。
そ
の
あ
と
で
認
め
ら
れ
る
の
が
、
瞳
要
応
で
七
年
後
の
明
治
二
十
九
年
で
す
か
ら
、
い
か
に
「
特
別
籾
沁
可
学
校
」
と
い
う
の
が
「
徴

兵
猶
予
」
と
の
関
．
連
で
有
利
だ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。
本
学
は
慶
応
か
ら
遅
れ
る
こ
と
四
年
後
、
明
治
三

十
三
年
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二
十
五
大
学
の
表
で
「
徴
兵
猶
予
」
「
教
員
無
試
験
検
定
」
の
該
当
で
e
印
の
付
い
て
い
る
の
は
、
明
治
三
十



五
年
段
階
で
す
の
で
お
含
み
お
き
下
＆
、
」
い
。
明
治
三
十
五
年
段
階
で
公
私
立
の
「
専
門
学
校
」
で
「
特
典
」
の
あ
っ
た
学
校
は
、
「
特
別
認

可
学
校
」
七
校
、
…
徴
兵
猶
予
一
十
九
校
、
「
中
等
教
員
無
試
験
認
定
」
が
六
校
、
実
数
は
十
八
校
で
あ
る
と
い
・
つ
ふ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
授
業
料
，
が
財
政
的
基
盤
に
な
っ
〔
、
い
る
「
私
立
の
専
門
学
校
」
に
と
っ
て
、
「
徴
兵
猶
予
」
が
認
め
ら
れ
ジ
、
い
る
か
否
か
は
、
非
常
に

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
わ
け
で
す
、

　
も
う
一
つ
は
、
「
中
等
教
員
無
試
験
認
定
」
で
、
明
治
三
十
二
年
四
月
の
文
部
省
令
で
、
無
試
験
で
の
認
定
を
私
立
ま
で
拡
大
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
本
学
も
同
年
七
月
に
無
試
験
認
定
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
明
治
三
十
二
年
七
月
で
認
め
ら
れ
た
の
は
、
早
稲
田
、
国
学
院

と
一
、
．
つ
だ
っ
た
の
で
す
、
う
ち
．
ω
大
学
は
、
三
十
二
年
認
定
さ
れ
る
ま
で
三
回
の
嘆
願
書
を
出
し
て
お
り
ま
し
て
や
っ
と
念
願
が
か
な
っ

た
わ
け
で
す
，
明
治
↓
、
，
十
五
年
十
。
．
月
十
三
日
に
文
部
省
か
ら
取
り
消
し
を
受
け
た
「
哲
学
館
事
件
」
ま
で
続
い
て
、
そ
の
後
明
治
四
十

年
か
ら
復
活
し
て
き
・
．
あ
寸
が
、
．

　
そ
れ
ぞ
れ
の
．
私
立
字
校
」
は
、
基
本
的
に
は
、
国
家
の
統
制
の
強
化
と
い
・
つ
事
態
の
な
か
で
、
「
特
典
」
を
求
め
て
努
力
を
続
け
た
わ

け
で
す
。
「
特
典
一
を
も
っ
て
い
る
学
校
と
も
っ
て
い
な
い
学
校
と
の
差
が
出
て
く
る
、
確
か
．
，
日
本
近
代
教
育
百
年
史
」
で
す
が
、
七
大

法
律
学
校
の
他
に
、
比
較
的
レ
ベ
パ
・
の
高
い
専
門
学
校
と
し
て
「
哲
学
館
」
も
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
評
価
は
、
学
校
へ
の

百
同
い
評
価
に
伸
浬
な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
．
．
こ
の
よ
う
に
、
一
、
専
門
ぷ
子
校
＾
管
L
が
登
場
す
る
ま
で
の
闇
‥
に
、
「
私
肯
≡
r

校
」
の
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
化
が
生
じ
、
つ
ま
り
「
帝
国
大
学
」
の
補
助
的
機
能
を
果
た
し
な
が
ら
、
よ
り
高
い
教
育
を
め
ぎ
す
学

校
群
と
、
そ
以
、
で
な
い
学
校
群
と
の
格
差
が
進
行
し
、
「
専
門
学
校
令
」
の
制
定
は
、
か
か
る
分
化
状
態
の
追
認
を
意
味
す
る
か
と
思
い
ま

す
。　

続
い
て
「
専
門
学
校
令
」
か
ら
、
「
改
正
私
立
学
校
令
」
「
大
学
令
」
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
る
こ
と
に
し
ま
す
。
先
に
も

述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
「
専
門
学
校
令
」
の
制
定
が
あ
り
、
今
ま
で
非
公
式
的
に
名
乗
っ
て
い
た
一
、
大
学
L
と
い
う
呼
称
を
、
文
部
省
が
公
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式
に
名
乗
っ
て
も
い
い
と
許
可
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
一
‘
大
学
L
を
冠
し
て
認
可
さ
れ
た
学
校
と
そ
う
で
な
い
学
校
が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2

表
の
ヒ
お
り
で
す
．
さ
ら
に
「
改
正
私
立
学
校
令
」
の
登
場
に
よ
り
、
設
立
主
体
が
「
財
団
法
人
」
に
な
り
、
「
寄
附
行
為
」
が
各
専
門
学
　
－

校
で
つ
ー
ら
れ
・
↑
二
㌧
壬
体
し
「
一
二
「
国
家
の
統
制
」
の
下
に
置
か
れ
て
い
る
事
実
に
は
変
わ
り
は
な
い
の
で
す
が
、
目
的
の
文
言
の
と

こ
ろ
で
、
法
政
の
よ
う
に
「
国
家
二
須
要
ナ
ル
・
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
と
こ
ろ
と
、
専
修
の
よ
う
に
一
，
本
財
団
法
人
ハ
法
律
政
治
、
経

済
商
業
二
関
ス
㌃
」
と
い
う
よ
う
に
、
表
現
の
仕
方
で
違
い
が
で
て
く
る
わ
け
て
す
。
こ
う
し
た
表
現
が
よ
り
練
ら
れ
た
結
果
だ
っ
た
の

か
否
か
は
、
他
大
学
の
場
合
は
別
と
し
て
し
、
本
学
の
歴
史
を
考
え
る
う
え
で
も
、
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
最
後
に
「
大
学
べ
p
」
と
の
関
係
で
各
大
学
の
認
可
状
況
を
み
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
二
卜
五
大
学
の
表
は
、
認
可
順
序
で
も
あ
り
ま
す
。

慶
応
が
一
番
早
く
て
大
正
九
年
二
月
に
認
．
司
、
慶
応
、
早
稲
田
、
明
治
は
、
相
当
お
金
が
集
ま
っ
た
の
で
早
い
の
で
し
ょ
う
。
「
専
修
．
百
年

中
二
を
み
て
み
ま
す
と
、
供
託
金
の
分
割
…
願
い
と
か
、
μ
子
生
の
昇
格
一
運
動
と
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
し
て
い
ま
す
。
東
洋
が
な
ん
で
こ

ん
な
に
遅
れ
た
．
の
か
．
上
習
の
場
合
は
、
「
仁
智
火
学
五
十
年
史
」
を
み
て
み
ま
す
ヒ
、
関
東
大
震
災
で
建
物
が
壊
れ
て
し
ま
二
、
、
お
金

が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
，
そ
の
結
果
遅
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
関
西
学
院
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
詳
し
い
説
明
が
出
て
い
な
か
っ

た
よ
ノ
，
に
記
憶
し
て
い
ま
す
．
そ
、
∪
他
に
各
私
立
大
学
に
国
庫
補
助
金
が
下
付
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
で
み
ま
す
と
慶
応
、
早
稲
田
、

明
治
、
法
政
、
U
本
、
国
学
院
が
早
く
て
、
そ
れ
か
ら
同
志
社
、
慈
恵
と
続
い
て
、
未
補
助
の
人
学
ヒ
し
一
、
立
止
、
駒
沢
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
私
立
卜
四
大
μ
．
工
協
議
会
（
慶
応
、
早
稲
田
、
明
治
、
法
政
、
中
央
、
日
本
、
国
学
院
を
除
く
）
で
は
、
早
く
補
助
金
を
出
す
よ
う
再

．
二
再
四
佳
木
っ
て
ム
ぶ
主
議
を
閲
‥
い
〔
、
」
∵
る
い
で
ナ
が
、
　
う
ち
の
上
八
芦
ア
は
、
　
こ
こ
に
は
全
捗
パ
出
て
き
て
い
な
い
わ
け
で
す
。
　
こ
の
占
〔
に
つ
い
げ
、
も

．
大
学
史
」
で
、
昇
格
の
申
請
が
遅
れ
た
こ
と
ヒ
、
補
助
金
な
ん
か
の
運
動
に
立
ち
上
が
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
因
果
関
係
に
つ
い
て

究
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
，
、



四
「
専
門
学
校
令
」
以
降
の
本
学

　
い
ま
ま
で
、
戦
前
の
　
「
私
立
大
学
」
に
関
し
一
、
、
法
令
的
に
整
備
さ
れ
る
過
程
、
及
び
こ
の
過
程
で
の
各
大
学
の
対
応
に
つ
い
て
簡
単

に
紹
介
し
て
き
た
訳
で
す
が
、
そ
れ
で
は
、
う
ち
の
大
学
は
ビ
う
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
に
し
ま
す
。
「
東
洋
大
学
五
十
年
史
」

（
以
ド
ニ
赴
十
年
史
」
と
略
す
）
を
播
い
て
、
私
な
り
に
関
心
を
も
っ
た
の
が
、
「
専
門
学
校
へ
p
」
が
出
て
、
「
大
学
令
」
の
制
定
、
及
び

大
学
と
し
て
認
可
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
の
経
緯
の
な
か
で
、
本
学
の
な
か
で
起
き
た
問
題
で
す
。

　
「
専
門
学
校
令
一
が
出
る
ま
で
の
間
に
、
「
哲
学
館
事
件
」
等
を
含
め
て
、
多
く
の
こ
と
に
触
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
が
、
必
要

に
応
じ
て
触
れ
る
こ
と
に
し
、
中
心
は
、
前
述
の
期
間
に
限
定
し
て
お
話
を
す
す
め
ま
す
。
、

　
工
円
了
の
退
隠

　
明
治
三
十
九
年
”
月
八
日
、
円
r
は
二
つ
の
学
校
の
長
（
私
立
哲
学
館
大
学
長
、
私
立
京
北
中
学
校
長
）
を
辞
め
る
理
由
を
公
表
し
て

い
ま
す
。
理
由
は
四
点
に
わ
た
っ
Z
、
述
べ
て
い
る
の
で
す
が
、
私
自
身
が
関
心
を
も
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
第
一
に
「
退
隠
の
理
由
」
の
冒
頭
で
、
｝
、
世
間
に
種
々
の
推
想
臆
説
を
な
す
も
の
あ
り
、
随
て
浮
言
流
言
を
放
つ
も
の
も
あ
る
趣
な
れ
ば
、

此
に
腹
蔵
な
く
其
顛
未
を
開
陳
し
て
、
両
校
関
係
の
諸
君
に
告
げ
併
せ
【
、
世
人
の
疑
を
解
き
た
い
L
と
述
べ
て
い
る
点
で
す
。
種
々
の
臆

説
が
あ
り
、
そ
の
疑
い
を
晴
ら
す
た
め
に
、
敢
え
て
退
隠
の
理
由
を
公
表
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
ど
の

よ
う
な
臆
説
、
あ
る
い
は
浮
言
流
＝
，
口
が
な
ふ
、
」
2
／
て
い
た
の
か
、
こ
の
こ
と
が
、
辞
め
る
こ
と
と
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
た
の
か
、
押
さ
え
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
．
「
退
隠
の
理
由
・
で
、
臆
説
と
思
わ
れ
る
点
に
触
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
紹
介
し
ま
す
。
理
由
の
第
三
で
、
次

の
よ
う
な
文
が
あ
り
ま
す
。
一
是
れ
士
ヂ
で
余
が
蜀
力
に
て
経
営
せ
る
為
に
、
世
問
往
〃
、
之
を
永
く
余
の
私
有
物
と
し
て
子
孫
に
傳
ふ
る
も
の
　
2
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

の
如
く
想
像
す
る
人
も
あ
り
、
或
は
一
宗
一
派
の
学
校
な
る
が
如
く
臆
測
す
る
も
の
も
あ
り
て
、
種
々
の
非
難
を
招
き
し
も
、
是
れ
皆
余



の
本
意
を
誤
解
せ
る
よ
り
起
り
た
る
も
の
で
あ
る
L
。
更
に
「
人
或
は
、
哲
学
館
の
内
情
を
知
ら
ざ
る
も
の
は
、
余
が
哲
学
館
の
衰
微
し
て

到
底
維
持
す
る
見
込
な
き
を
見
て
之
を
他
人
に
譲
渡
す
る
に
到
れ
り
と
想
像
す
る
も
の
あ
ら
ん
…
…
」
で
、
前
の
文
と
後
の
文
で
は
、
臆

説
の
内
容
面
で
も
だ
い
ぶ
違
っ
て
い
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。
種
々
の
臆
説
あ
り
、
そ
れ
に
だ
い
ぶ
悩
み
、
病
気
も
重
な
り
、
退
隠
す
る
こ

と
に
な
っ
た
か
ヒ
思
い
ま
す
．
然
る
も
、
こ
れ
だ
け
で
な
く
、
退
隠
を
決
意
す
る
に
至
っ
た
前
年
十
二
月
十
三
日
の
円
r
の
心
境
を
併
せ

て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
．
．
第
∵
の
理
由
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。
「
退
隠
の
暗
潮
は
、
発
病
以
来
余
が
心
海
中
に
流
れ

つ
つ
あ
り
し
も
、
断
然
昨
年
十
．
一
月
限
り
と
決
心
を
定
め
た
る
は
、
正
し
く
其
月
の
十
三
日
の
夜
で
あ
り
ま
す
。
當
日
は
例
年
の
如
く
、

哲
学
館
大
学
記
念
会
を
開
き
、
ヒ
野
精
養
軒
に
於
て
祝
宴
を
挙
げ
し
に
、
来
賓
中
、
石
黒
男
爵
、
大
内
居
士
の
演
説
が
大
に
余
が
心
頭
に

感
動
を
與
へ
、
帰
宅
後
百
感
一
時
に
湧
き
出
し
、
終
夜
眠
る
こ
と
出
来
ず
、
或
は
往
事
を
追
懐
し
、
或
は
将
来
を
豫
想
し
、
人
生
の
何
た

る
、
死
後
の
如
何
、
美
で
を
、
想
」
去
り
、
想
し
来
り
、
感
慨
極
り
な
き
有
様
で
あ
り
ま
し
た
L
。
十
二
月
十
三
日
、
本
学
の
厄
日
（
火
災
に

あ
う
と
か
、
教
員
無
試
験
検
定
の
取
消
L
」
で
、
そ
の
日
に
、
辞
め
る
決
意
を
し
た
の
が
、
単
な
る
偶
然
な
の
か
、
円
r
自
身
の
臆
説
等

に
対
す
る
反
発
か
ら
き
〔
、
い
る
の
か
、
大
学
史
の
な
か
で
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
解
す
る
に
は
、
十
二
月
十
三
日
、

円
了
自
身
の
心
を
た
い
に
揺
う
が
し
た
、
石
黒
、
大
内
両
氏
の
演
説
の
内
容
を
知
る
こ
と
で
す
。
．
五
十
年
史
L
に
は
、
こ
の
内
容
を
知
る

手
懸
か
り
は
な
い
の
で
す
が
、
円
．
」
の
退
隠
の
理
由
を
正
確
に
把
握
す
る
う
え
で
、
両
氏
の
話
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か

ベ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

で
し
ょ
う

　
第
二
に
、
第
二
の
理
由
及
び
第
三
の
理
由
の
冒
頭
で
述
べ
て
い
る
こ
と
を
、
ど
う
評
価
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
第
二
の

理
由
で
は
、
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
ま
す
、
二
二
十
年
来
の
学
校
経
営
は
、
精
神
上
の
記
念
と
い
ふ
よ
り
も
寧
ろ
物
質
上
有
形
上
の
記
念

に
過
ぎ
ず
、
尚
ほ
此
外
に
、
精
神
上
理
想
上
の
記
念
を
造
る
の
義
務
あ
り
と
自
覚
し
、
其
義
務
は
今
日
の
塵
境
を
脱
し
て
閑
地
に
就
き
、

読
書
三
昧
の
生
涯
を
送
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
遂
行
す
る
こ
と
能
は
ず
と
決
意
す
る
に
至
り
ま
し
た
L
。
更
に
続
い
て
東
洋
哲
学
の
精
華
を
発
揮
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せ
ん
と
志
し
た
が
、
学
校
経
営
に
着
手
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
仕
事
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
学
校
経
営
の
煩

雑
さ
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
東
洋
哲
学
と
い
う
精
神
上
理
想
上
の
記
念
を
造
ら
ね
ば
自
ら
後
悔
す
る
旨
述
べ
て
い
る
。
と
．
一
う
が
、
第
三
の

理
由
の
冒
頭
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
従
来
濁
力
に
て
学
校
を
経
営
し
た
り
し
は
、
余
が
社
会
国
家
に
対
す
る
一
事
業
と
し
て
、

己
れ
の
力
を
試
ん
と
す
る
目
的
よ
り
出
で
た
る
こ
と
に
し
て
、
創
業
の
當
時
に
あ
り
て
は
、
二
十
年
間
に
大
成
を
見
ん
と
の
豫
想
な
り
し

も
、
何
事
も
意
の
如
く
な
ら
ざ
る
は
…
…
創
業
二
十
年
の
今
日
に
至
る
も
、
一
半
成
功
し
て
一
半
未
成
の
有
様
で
あ
る
」
。
前
の
引
用
で
は
、

学
校
経
営
に
か
か
わ
っ
て
い
る
．
」
と
が
、
塵
境
、
塵
務
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
解
放
さ
れ
、
東
洋
哲
学
の
著
を
記
す
こ
と

が
退
隠
の
理
由
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
の
引
用
で
は
、
一
「
二
十
年
間
に
大
成
を
見
ん
」
と
の
「
事
業
が
、
そ
の
大
成
を
見
ぬ
ま
ま
に
、

辞
め
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
大
成
を
見
ぬ
因
を
「
是
れ
余
の
微
力
の
然
ら
し
む
る
所
」
と
、
自
分
の
責
任
に
帰
し
て
い
る
の
で
あ
り

ま
す
，
、
二
十
年
間
で
或
る
事
を
為
そ
う
と
し
、
そ
れ
が
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
か
っ
た
も
ど
か
し
さ
と
、
自
分
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を
見

据
え
て
、
自
分
の
為
す
べ
き
こ
と
が
、
や
ら
れ
て
い
な
い
苦
渋
を
垣
間
見
る
こ
と
は
確
か
に
で
き
る
の
で
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
塵
境
・

塵
務
と
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
円
了
の
気
持
ち
が
、
ど
こ
に
端
を
発
し
て
い
る
の
か
、
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
．
」
の
こ
と
を
解
く
直
接
的
鍵
に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
が
、
手
掛
か
り
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
円
了
の
文
を
紹
介
し

ま
す
．
．

　
円
r
は
、
明
治
二
十
二
年
欧
米
視
察
か
ら
帰
り
、
「
哲
学
館
ノ
目
的
ニ
ツ
イ
テ
ノ
意
見
」
（
五
十
年
史
、
二
八
頁
）
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
に
次
の
よ
う
な
文
が
あ
り
ま
す
。
「
…
…
是
二
於
テ
日
本
主
義
ノ
大
学
ヲ
設
立
ス
ル
必
要
起
ル
、
其
大
学
ハ
日
本
固
有
ノ
学
問
ヲ

基
本
ト
シ
テ
之
ヲ
輔
翼
ス
ル
ニ
西
洋
ノ
諸
学
ヲ
以
テ
シ
、
其
目
的
ト
ス
ル
所
ハ
日
本
国
ノ
独
立
、
日
本
人
ノ
独
立
、
日
本
学
ノ
独
立
ヲ
期

セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
此
ノ
如
キ
大
学
ニ
シ
テ
始
メ
テ
真
ノ
日
本
大
学
ト
謂
フ
ベ
シ
、
然
レ
ド
モ
大
学
ノ
事
タ
ル
大
業
ナ
リ
、
一
朝
二
創
シ
　
2
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ー

テ
一
タ
ニ
シ
テ
成
ル
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
、
漸
々
次
々
其
序
ヲ
追
フ
テ
基
礎
ヲ
起
シ
、
大
成
ヲ
数
年
ノ
後
二
期
ス
ル
ヲ
要
ス
。
故
二
余
ハ
此
哲



学
館
ヲ
以
テ
其
目
的
ヲ
達
ス
ル
階
梯
ト
シ
、
今
ヨ
リ
漸
ク
其
功
ヲ
積
ミ
、
他
日
二
至
リ
テ
堂
々
タ
ル
日
本
大
学
ノ
一
家
ヲ
落
成
セ
ン
ト
ス
L
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
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日
本
大
学
を
造
る
大
事
業
を
将
来
に
記
し
て
い
た
円
了
が
「
専
門
学
校
令
」
で
専
門
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
、
大
学
の
呼
称
を
承
認
さ
れ
、
　
1

私
立
東
洋
大
学
の
改
称
（
明
治
一
．
一
十
九
年
六
月
）
の
前
年
に
、
愈
に
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
期
に
何
故
に
辞
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

か
、
こ
の
こ
と
を
考
え
る
契
機
を
与
え
て
い
る
と
い
え
ま
す
c

　
ま
た
明
治
二
十
二
年
十
目
三
十
一
日
に
蓬
来
町
へ
の
移
転
に
あ
た
っ
て
の
円
了
の
演
説
も
見
逃
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
「
移
転

旨
趣
」
の
な
か
で
、
「
折
豆
子
館
一
創
立
の
表
の
理
－
田
と
　
畏
の
理
由
に
触
れ
て
い
ま
す
。
表
の
理
由
は
、
「
折
足
子
館
…
開
設
ノ
旨
趣
」
で
述
べ
一
、

い
る
二
点
、
「
世
，
・
晩
｛
．
ナ
ニ
シ
テ
速
成
ヲ
求
ム
ル
モ
ノ
」
、
「
貧
困
ニ
シ
テ
大
学
二
入
ル
ノ
資
力
ナ
キ
モ
ノ
」
、
「
洋
語
二
通
ゼ
ズ
シ
テ
原
書
ヲ

解
セ
ザ
ル
モ
ノ
」
、
こ
う
し
た
人
々
に
哲
学
、
文
学
を
教
授
す
る
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
「
三
口
及
し
た
後
に
、
「
其
裏
面
三
ハ
ニ
種
ノ
意
ヲ
含

ミ
テ
居
リ
マ
シ
タ
．
．
即
チ
其
一
ハ
東
洋
学
ヲ
振
起
ス
ル
コ
ト
、
其
ニ
ハ
哲
学
ノ
必
要
ヲ
世
人
二
示
ス
コ
ト
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
裏

面
の
一
東
洋
学
ノ
振
起
L
と
、
「
東
洋
哲
学
」
の
著
が
未
だ
出
身
、
、
れ
て
い
な
い
と
い
う
円
了
の
退
隠
の
第
二
の
理
由
で
述
べ
て
い
る
こ
と
と

の
関
連
も
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
同
じ
「
移
転
旨
趣
」
の
な
か
で
も
、
他
日
、
国
学
科
、
漢
学
科
、
仏
学
科
を
専
門
と

す
る
日
本
大
学
を
開
・
、
べ
く
努
力
す
る
旨
述
べ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
明
治
一
．
十
八
年
初
頭
「
謹
で
新
年
を
祝
し
併
せ
て
期
す
る
所
を
述
ぶ
」
の
な
か
で
、
「
東
洋
大
学
の
設
立
を
計
画
し
以
て
政
治
に

先
ち
π
、
、
学
問
の
全
権
を
握
る
こ
と
を
力
め
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
さ
ら
に
、
「
，
哲
学
館
将
来
の
目
的
は
東
洋
大
学
を
設
立
す
る
に

あ
り
」
と
明
言
し
て
い
ま
す
。
大
成
禾
だ
な
ら
な
い
の
に
辞
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
円
了
の
心
境
は
、
明
治
二
十
年
代
の
心
境
と
は

大
き
く
隔
た
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
心
境
に
陥
っ
た
の
は
何
故
な
の
か
、
改
め
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
第
三
に
は
、
第
一
．
一
の
理
由
の
な
か
に
出
て
く
る
次
の
文
章
で
す
。
「
学
校
は
一
身
一
家
の
私
有
物
に
あ
ら
ず
し
て
、
社
会
国
家
の
共
同
物

た
る
こ
と
が
分
る
と
同
時
に
、
余
が
公
共
事
業
と
し
て
経
営
し
た
る
こ
と
の
護
明
が
出
来
る
」
と
。
こ
の
文
章
は
、
私
有
化
し
て
い
る
の



で
は
な
い
か
と
い
う
疑
惑
を
晴
ら
す
た
め
に
、
他
人
に
譲
る
こ
と
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。
円
．
J
の
「
東
洋
大
学
」
「
日
本
大

学
」
の
構
想
が
、
国
家
社
会
の
た
め
と
い
う
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
お
り
、
「
私
有
化
」
云
々
に
つ
い
て
は
触
れ
な
く
て
も
よ
ろ
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
学
校
が
「
公
共
事
業
一
で
あ
る
と
い
う
自
覚
は
、
卓
見
な
の
で
は
。
戦
後
「
私
立
学
校
法
」
に
よ
り
、
公
共
性
と
自
律
性
の

問
題
が
、
教
育
法
体
系
の
な
か
に
明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
る
訳
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
見
解
（
公
共
事
業
の
中
味
の
問
題
は
と
も
か
く
と

し
て
）
は
、
重
要
と
思
い
ま
す
．
．
「
公
共
事
業
」
で
あ
り
、
人
に
譲
る
、
そ
の
該
当
者
が
前
田
慧
雲
ヒ
な
り
、
一
、
、
点
の
契
約
を
結
ん
だ
と
述

べ
て
い
ま
す
。
①
哲
杉
．
ナ
館
創
立
の
旨
趣
を
継
続
す
る
こ
と
、
②
財
団
法
人
と
す
る
こ
と
、
（
⑤
他
日
学
長
を
辞
す
る
と
き
、
出
身
者
中
の
適

任
者
を
以
て
相
続
す
る
二
と
。
適
任
者
な
き
場
合
、
講
師
を
も
っ
て
嗣
が
し
む
る
こ
と
。

　
円
了
の
あ
げ
た
四
つ
の
理
由
の
な
か
か
ら
、
私
な
り
に
三
点
に
無
理
に
ま
と
め
て
述
べ
た
わ
け
で
す
が
、
や
は
り
、
真
の
因
は
、
ピ
．
）

に
あ
っ
た
の
か
．
円
了
の
錯
綜
し
た
心
境
は
或
る
程
度
理
解
は
で
き
ま
し
た
し
、
大
成
の
途
上
で
辞
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
無
念
さ
も
、

文
の
な
か
か
ら
汲
み
レ
一
れ
る
の
で
す
が
、
読
み
す
ぎ
で
し
・
（
う
か
。

　
　
②
一
規
約
L

　
円
了
は
、
明
治
三
「
・
几
年
．
月
、
辞
め
る
に
あ
た
っ
て
、
前
田
慧
雲
と
の
間
に
、
「
規
約
」
を
結
ん
だ
。
こ
の
「
規
約
」
で
確
認
さ
れ
た

こ
と
と
、
同
年
六
月
に
文
部
省
に
申
請
し
た
「
私
立
東
洋
大
学
寄
附
行
為
」
の
な
か
で
、
食
い
違
い
が
み
ら
れ
る
二
と
も
指
摘
す
る
必
．
要

が
あ
り
ま
す
．
、
申
請
者
が
井
ヒ
円
了
に
な
っ
て
い
る
訳
で
す
が
、
と
に
か
く
違
い
が
み
ら
れ
ま
す
。
「
、
規
約
」
で
は
、
財
団
法
人
の
理
事
は

凡
つ
て
五
名
で
、
そ
の
内
二
名
は
本
凸
子
出
・
身
者
の
館
］
賓
⌒
以
ト
h
．
（
↑
万
円
以
L
L
の
瞭
訂
…
剛
れ
百
〔
で
充
て
る
と
う
た
わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
実
「
際

は
、
二
名
だ
っ
た
の
で
す
、
こ
の
よ
う
な
食
い
違
い
が
一
体
何
故
に
生
ま
れ
た
の
か
、
退
隠
す
る
理
由
と
併
せ
げ
、
考
え
て
み
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
五
名
が
二
名
に
な
三
三
、
片
付
か
な
い
問
題
不
、
し
．
．
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
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③
「
京
北
財
団
一
と
の
合
併



　
続
い
て
関
心
を
も
っ
た
の
が
、
京
北
財
団
ヒ
の
合
併
に
よ
り
、
新
た
に
「
私
立
東
洋
大
学
寄
附
行
為
」
（
大
正
二
年
四
月
認
可
）
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
8

た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
財
団
の
合
併
に
絡
む
問
題
点
も
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
．
、
こ
の
「
寄
附
行
為
」
は
六
年
後
の
大
正
　
1

八
年
五
月
に
改
正
さ
れ
る
の
で
す
が
、
何
の
た
め
の
合
併
だ
っ
た
の
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
述
べ
る
こ
と
に
し
ま

す
。　

第
一
に
、
「
理
事
⊆
に
つ
い
〔
、
は
、
大
正
二
年
で
は
、
第
十
五
条
で
．
本
財
団
法
人
ヲ
代
表
シ
其
事
務
ヲ
処
理
セ
シ
ム
ル
為
メ
理
事
二
名

ヲ
置
キ
其
任
期
ヲ
満
六
ヶ
年
ト
ス
」
と
あ
っ
た
の
に
対
し
、
大
正
八
年
で
は
、
第
十
条
で
「
理
事
ハ
本
財
団
法
人
ヲ
代
表
シ
維
持
員
会
ノ

決
議
二
基
キ
本
財
団
法
人
ノ
、
切
ノ
経
営
二
任
ズ
但
シ
理
事
ノ
代
表
権
ハ
東
洋
大
学
側
ト
京
北
中
学
校
京
北
実
業
学
校
京
北
幼
稚
園
側
ト

ヲ
分
惰
シ
代
表
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
．
〉
、
｝
ら
に
第
十
一
条
で
「
本
財
団
法
人
ノ
理
事
中
一
人
ハ
東
洋
大
学
長
一
人
ぺ
京
北
中
学
校
長
タ
ル
モ
ノ

ト
ス
」
と
な
り
、
大
正
二
年
で
は
、
代
表
権
は
、
本
財
団
法
人
の
理
事
に
な
っ
て
い
た
の
が
、
大
正
八
年
で
は
、
理
事
の
代
表
権
が
、
合

併
以
前
の
両
財
団
の
理
事
に
分
惰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
し
か
も
大
正
八
年
五
月
改
正
の
も
の
が
同
年
十
月
に
第
七
章
の
「
解

散
及
清
算
」
が
改
正
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
第
二
の
問
題
で
す
。

　
大
正
八
年
の
五
月
で
は
、
第
二
十
七
条
「
本
財
団
法
人
ガ
解
散
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
時
ハ
解
散
ノ
當
時
二
於
ヶ
ル
維
持
員
会
ノ
決
議
ヲ
以

テ
財
産
帰
属
権
利
者
ヲ
指
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
一
が
、
同
年
十
月
の
第
二
十
七
条
で
は
「
本
財
団
法
人
ガ
解
散
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
法

人
・
・
財
産
ハ
別
二
定
ム
ル
財
産
目
録
二
依
リ
夫
々
東
洋
大
学
及
京
北
中
学
校
（
略
）
二
区
分
シ
東
洋
大
学
側
二
属
ス
ル
財
産
ハ
東
洋
大
学

ヲ
財
団
法
人
ト
為
シ
之
二
帰
属
セ
シ
メ
京
北
側
二
属
ス
ル
分
ハ
京
北
中
学
校
（
略
）
ヲ
財
団
法
人
卜
為
シ
之
二
帰
属
セ
シ
ム
ベ
キ
モ
ノ
ト

ス
」
。
第
二
十
八
条
で
一
前
条
ノ
財
産
目
録
ハ
元
京
北
財
団
併
合
當
時
ノ
状
産
財
態
ヲ
基
礎
ト
シ
其
後
ノ
増
減
ヲ
記
入
シ
テ
維
持
員
会
ノ
決

議
ヲ
経
テ
理
事
之
ヲ
作
製
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
L
。
合
併
し
て
、
六
年
、
「
解
散
」
の
規
定
に
つ
い
て
、
曖
昧
さ
を
残
さ
ず
に
明
確
に
し
て
い
ま

す
。
何
か
「
解
散
」
を
予
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
く
ら
い
の
用
意
周
到
さ
で
す
。
「
五
十
年
史
」
で
は
、
こ
の
「
解
散
」
の
条



項
に
つ
い
て
何
の
説
明
1
1
〃
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
背
景
に
何
が
あ
っ
た
の
か
、
一
，
大
学
史
L
の
な
か
で
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。

　
④
・
…
．
大
正
十
一
、
年
事
件
一

　
「
寄
附
行
為
」
の
改
正
が
行
な
わ
れ
た
前
年
に
「
大
学
令
」
が
制
定
さ
れ
、
各
大
学
は
「
大
学
」
と
し
て
認
可
さ
れ
る
べ
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
準
備
（
特
に
供
託
金
を
集
め
る
）
に
入
る
訳
で
す
ぺ
－
本
学
で
も
大
正
八
年
一
月
、
「
東
洋
大
ぷ
子
基
本
金
募
集
趣
音
心
書
」
を
出
し
、
本
格

的
な
昇
格
準
備
に
入
る
訳
で
す
　
と
こ
ろ
が
二
十
五
大
学
の
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
学
の
昇
格
は
、
だ
い
ぶ
遅
れ
る
訳
で
す
。
そ
の

因
に
は
、
三
珪
金
L
が
予
定
ど
お
り
集
↓
ぷ
く
ら
な
か
〔
、
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
看
過
で
き
な
い
も
の
と
し
て
「
大
正
十
二
年
事

件
」
が
あ
り
ま
す
．
．
五
十
年
史
一
を
み
〔
、
も
、
そ
の
発
端
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
内
が
学
長
擁
護
派
と
反

対
派
に
分
か
れ
、
そ
れ
も
教
授
だ
け
で
な
・
＼
隅
子
生
、
校
友
を
も
巻
き
込
ん
だ
の
で
す
が
、
六
月
ニ
ト
七
日
学
内
で
騒
擾
事
件
が
勃
発
し
、

文
部
大
臣
か
ら
、
境
野
学
長
の
認
可
の
取
り
消
し
が
行
わ
れ
、
　
一
応
事
件
は
落
着
を
み
た
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昇
格
準
備
の
最
中
の

こ
の
事
件
が
、
「
大
学
一
昇
格
を
遅
ら
せ
た
こ
と
だ
け
は
確
実
で
し
ょ
う
。
と
す
る
な
ら
、
事
の
本
・
質
は
、
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
冷
静
に
み

る
必
要
が
あ
n
ま
す
。
私
が
こ
の
事
件
『
、
関
心
を
も
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
第
一
に
、
円
ア
が
辞
め
る
時
、
前
田
慧
雲
と
の
契
約
で
、
学
長
を
本
学
出
身
者
の
な
か
か
ら
選
任
す
る
よ
う
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

最
初
の
学
長
境
野
哲
の
と
き
に
、
何
故
に
こ
の
よ
ヱ
，
・
な
事
件
が
起
き
た
の
か
、
歴
史
の
皮
肉
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
あ
ま
り
の
皮

肉
て
は
な
い
の
か
、

　
第
二
に
、
「
寄
附
行
為
一
が
、
大
正
八
年
に
改
正
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
権
は
、
東
洋
大
学
側
は
東
洋
大
学
、
京
北
側
は
京
北
に
な
っ

た
の
で
ゴ
、
が
、
・
五
十
年
史
一
の
．
本
学
紛
擾
事
件
の
顛
末
」
の
声
明
書
を
出
し
た
の
が
、
京
北
側
理
事
（
事
件
直
後
学
長
事
務
取
扱
）
の
　
2
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

湯
本
武
比
占
で
、
彼
が
境
野
哲
を
批
判
す
る
と
い
う
形
に
な
っ
評
、
い
ま
す
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
．
、
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